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1.はじめに 

 中性子は陽子とともに原子核を構成する粒

子の一つである．質量は陽子よりわずかに大き

く，電荷を持たない．そのためクーロン力によ

る物質との相互作用を起こさず，原子核との衝

突による核反応を起こす．この核反応の種類と

しては，原子核と中性子の衝突により中性子が

跳ね返される散乱と原子核の中に取り込まれ

る吸収などがある．図1に中性子のエネルギー

に対する核反応断面積の関係を示す．核反応の

起こりやすさを表す核反応断面積は中性子の

エネルギーにより異なり，一般的に中性子のエ

ネルギーが高くなるほど反応断面積は小さく

なる． 
 

 
Figure 1. Neutron cross section [1] 

 

2.中性子の利用 

基礎・応用研究から産業・医療利用にわたる

幅広い分野で中性子が利用されている．例えば，

中性子を原子核に吸収させることで安定な原

子核を不安定な原子核である放射性核種に変

換させ，そこから放出されるγ線を測定するこ

とで元々の物質が特定できる元素分析が挙げ

られる．また中性子の透過性を用いた非破壊検

査の一種であるラジオグラフィやホウ素と中

性子の核反応により生じるα粒子によってが

ん細胞を内部から死滅させる方法であるがん

治療(BNCT)などがある．最近では，原子力発

電所の使用済み核燃料から出る高エネルギー

放射性廃棄物を中性子による核反応で放射能

を軽減させる研究も行われている． 

 

3.研究目的及び内容 

 本研究室で開発が行われている慣性静電閉じ

込め方式核融合を用いた小型中性子線源によ

る中性子の利用実現を目的とした研究を行っ

ている．今回の研究では DD核融合反応により

発生する中性子の計測を行い中性子線源の装

置の特性を調べた．水素原子と中性子による弾

性衝突で生じる反跳陽子を霧箱[2]を使って観測

を行った． 

 

4.実験結果 

 霧箱により反跳陽子の飛跡を可視化した写

真を図2に示す．飛跡の長さから入射中性子の

エネルギーを見積もった結果，DD核融合反応

の2.5MeVであることが確認できた． 

 

 
Figure 2. Recoil proton 

 

講演では中性子の測定方法や活用方法などに

ついて議論を行い，実験結果のより詳細な内容

は講演にて報告を行う． 
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